
番組研究委員会 実践レポート （小－道徳） 

 

１ 提案者 田中 俊輔 （千曲市立戸倉小学校） 

 

２ 提案内容 

（１）単元名 「自分の思いを上手に伝える方法を考えよう」 

（２）番組名 「いじめをノックアウト」 ～SNS での『上手な断り方』って？～ 

（３）授業のねらい 

本校 6 学年の児童は、日頃から些細な言葉のすれ違いを経験している。言葉による

コミュニケーショントラブルを回避し、友達の誘いを上手に断る方法を考えるため、

アサーションの学習を取り入れ、具体的な場面を想定することで、相手の思いや自分

の思いを大切にする適切な言葉の伝え方を考えるようにした。終末では、似たような

場面として SNS での上手な断り方を取り上げた番組を視聴することで、適切な伝え方

や様々な伝え方があることを理解できるようにした。 

（４）授業の実践記録 

段

階 
学習活動 児童・生徒のようす 指導・助言 備考 

導

入 

 

 

 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．アンケート結果を見て、実態

を知る。 

 

２．アサーションとは何かを知る。 

  

３．本時の課題を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・のび太君の伝え方ははっきりし

ないなあ。 

・あいまいで分かりにくい 

・ジャイアンの伝え方をされると

次から誘うのが嫌になる。 

 

・事前のアンケート結

果を提示。 

 

【番組チャプター６視聴】 

 

 

 

 

 

 

 

 

・モデリング１・２を

児童が A役、B 役、聞

き役に分かれてロー

ルプレイし、感想を伝

え合う。感想を全体で

も共有する。 

ロイロノー

トのアンケ

ート機能使

用 

 

・ロイロノ

ートのグル

ープごとの

共有ノート

使用 
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終

末 

４．自分だったらどう伝えるのか

考え、グループで共有する。 

 

５．適切な伝え方（モデリング３）

を知り、ロールプレイをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．番組を視聴して、本授業のま

とめをする。 

 

７．自分の思いを適切に伝えるた

めに気を付けたいことをふり

かえりカードに記入し、本時

の学習を振り返る。 

・ごめんね、今日は行かれないな。 

・今日は図書館に行くからほかの

日にしない？ 

 

 

 

 

 

 

 

・しずかちゃんの伝え方なら相手

を傷つけずに済むね。 

   

・相手の思いも自分

の思いも大事にする

にはどうやって伝え

たらよいだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【番組全視聴】 

・ロイロノ

ートのグル

ープごとの

共有ノート

使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ロイロノ

ートでふり

かえりカー

ドを提出 

 

（５）考察 

・番組の内容が児童の悩みとリンクした内容であったことや担任以外の第三者（番組）の

意見やコメントがあることで、授業のまとめとしてより説得力が増した。 

・児童と年齢が近い人の声を聴けたことで、困り感や不安は自分だけではないのだと、安

心感を得た。 

・番組の登場人物を児童が自分と置き換えて視聴したことで、より自分事として捉えるこ

とができた。 

 

（６）番組への要望 

・実際の児童生徒の生の声が取りあげられていたり、芸能人など子どもたちがよく知って

いる人が大切なことなどを呼びかけ、コメントしている要素が盛り込まれていたりする

と、より説得力を増すと思われる。 

 



 

 




